
主体的に考え、高め合う子どもの育成
～子ども理解を基盤に、つながりに気づく学びをめざして～

摂津市立摂津小学校

1

なぜ取組みを進める必要があったのか（実態・背景）

●書く力をさらに高めるために、教科等との関連を生かした指導が必要だと感じていた。
●全職員でベクトルをそろえ、主体的に高め合いながら研究を進めたかった。
●各学年の取組みのよさを全体で共有し、活かし合うことに課題が見られた。

●カリキュラム・マネジメントを支える環境整備
●「めざす子ども像」の再設定
●評価規準を児童に分かる言葉で具体化
●教科等横断的な指導に重点を置いた研修や研究授業、PDCAサイクルによる取組み

どのように変容したか（学校・保護者・地域等）

どのように取組みを進めたか（取組みの概要）

●年間を見通してカリキュラムを編成したり、指導時数を意識して学習計画を立てたりすること
ができるようになった。

●ＰＤＣＡサイクルへの意識が高まり、校内研修や日々の学年会の持ち方が変化した。
●各学年で、既習事項や教科等との関連に目を向け、学習指導要領に立ち戻りながら教材を
研究し、創意工夫を凝らした取組みが活発に行われた。

●授業アンケートで、「新しい学習をするときに、これまでに学習したことや他の教科などで
学習したことが役に立った。」と解答する児童が約87％になった。

●児童が相手意識や目的意識を持って学び、学んだことをアウトプットする力を高めることが
できた。

●地域の人的・物的資源を積極的に活用した取組みが進んだ。また、継続的な取組みを進めるた
めに、取組み内容や連絡先等を学年ごとに一覧表に整理することができた。
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主体的に考え、高め合う子どもの育成～子ども理解を基盤に、つながりに気づく学びをめざして～
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１．カリキュラム・マネジメントを支えるための環境整備

（１）学校体制の見直し （３）カリキュラム表の改訂

（２）指導時数の見直しと学習時間の確保 （４）朝のモジュール授業の実施

２．既習事項や教科等とのつながりを生かした授業デザイン

（１）めざす子ども像の見直し （５）評価規準の具体化

（２）教科等横断的な指導についての研修 （６）カリキュラムの評価⇒改善⇒次学期のカリキュラムの見直し

（３）「めざす子ども像」に迫るための具体的な手立て （７）人・モノの活用

（４）学習指導案の見直し

３．既習事項や教科等とのつながりを生かした授業の実践

（１）既習事項や体験活動を生かし、書く力を高めるための取組み【第１・３学年】

（２）既習の言語活動を生かして、学びを深めるための取組み【第２学年】

（３）総合的な学習を柱に、他教科等との関連を生かした取組み【第４・５学年】

（４）他教科で学習したことを活用して学びを深める取組み【第２学年】

（５）重点目標を設定し、それに迫るための教科等横断的な指導【第６学年】

４．カリキュラム・マネジメント研究による成果と課題

（１）教師の意識改革 （４）学年団での研究の活性化（７０人力）

（２）教科等とのつながりを意識した授業づくりによる成果 （５）今後の課題

（３）カリキュラム表の改定、時数の見直しによる成果



１．カリキュラム・マネジメントを支えるための環境整備

34学級という大所帯を支えるために、学校体制を見直し、新たに教務部を設けた。教務部は、学校全体に目を向け、
１年間のカリキュラムを見通しながら、提案をしたり各学年をつないだりする役割を担った。また、教務部の中に「研究推進・
学力向上委員会」を置き、各学級の意見を吸い上げ、機動力を発揮できるようにした。さらに、校内研究の中心となってみ
んなをひっぱるプロジェクトチームを結成した。
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（１）学校体制の見直し

教務部が環境整備をし、研究推進
委員会が各学年をまとめ、研究をリード
する。 学年団では、研究を生かしてカリ
キュラムを作成し、学級担任などは、そ
れを実践する授業力をつける。このよう
に、それぞれの立場から、カリキュラム・マ
ネジメントを進めた。
そして、まずは私たち自身が研究テー
マである「主体的に学び高め合う」教職
員集団になろうと、『70人力』をスローガ
ンに掲げ、子どもたちのために、１人ひと
りが力を発揮し、高め合うことをめざした。

摂津市立摂津小学校



１年間を見通したカリキュラム作成
と学習時間の確保のために、まずは本
校の年間指導計画や指導時数を見
直すことから始めた。これまで、何にどの
くらいの時間をかけていたかを洗い出し、
１つの表にまとめながら、行事に多くの
時間をかけ過ぎていたこと、カット時数
が多すぎたことなどを改善していった。そ
して、各学年の月ごとの指導時数を明
らかにし、カリキュラムを作成したり、見
通しを持って指導を行ったりすることに
役立てた。

また、予定時数と実施時数を比較で
きるような本校独自の時数集計表を
作成し、実施状況を月ごとに全職員
に示すことで、各学年が、時数管理を
しながら学習計画を見直すことができ
るようにした。
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（２）指導時数の見直しと学習時間の確保

摂津市立摂津小学校１．カリキュラム・マネジメントを支えるための環境整備

〔時数集計表〕



教科等横断的な指導に役立てるために、カリキュ
ラム表を改訂した。これまでは、学習内容を大きな
まとまりで記していたが、学習内容がわかるような単
元名に変更したり、教科書の単元名を全て記した
りすることによって、１年間を見通し、他教科との関
連を考えることができるようになった。また、学期ごと
にカリキュラムを評価し改善するなど、PDCAサイク
ルでの取り組みに役立てることができた。さらに、単
元の配列とともに時数を示すことで、月当たりの授
業時数を踏まえながら、学習計画を立て、時数を
管理できるようになった。
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（３）カリキュラム表の改訂
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（４）朝のモジュール授業の実施

外国語の導入に伴って週当たりの授業時数を増やすのでは
なく、モジュール授業によって時数を確保し、これまでと同じ週
２９コマで行うことに取り組んだ。無理なく計画的に取り組め
るように、行事等がなく児童が落ち着いて朝の学習に取り組め
る週を考え、18週分を年間予定に位置付けた。

１．カリキュラム・マネジメントを支えるための環境整備



２．既習事項や教科等とのつながりを生かした授業デザイン

本校の実態に合った取組みを進めていくために、
まずは、本校の児童の「強み」と「課題」を全職員
で十分に出し合い、新学習指導要領に示された
「育成すべき資質・能力の三つの柱」に沿って、『め
ざす子ども像』を設定し直した。

【実施時期：５月】
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（１）めざす子ども像の見直し
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教科等横断的な指導に取り組む中で、
既習事項や教科等と「つなげる」ことが
目的になってしまう傾向があった。そこで、
カリキュラム・マネジメントについて繰り返
し研修し、

○「めざす子ども像」や各教科の目標に
迫るために、カリキュラムをデザインする
こと。

○児童の実態を踏まえ、授業のゴール
イメージやねらいを明確に持ち、それを
児童と共有すること。

○「つながり」を生かした学習計画を立
てるだけでなく、それを評価し、改善点
を見つけ、授業改善に役立てていくこと。

など、教科等横断的な指導のねらいや
カリキュラム・マネジメントの進め方につい
て確認し合いながら、取組みを進めた。
【実施時期：８月】
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（２）教科等横断的な指導についての研修

摂津市立摂津小学校２．既習事項や教科等とのつながりを生かした授業デザイン



「つながり」を生かした指導の効果を高めるために、その手立てについての研修を行った。
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（３）「めざす子ども像」に迫るための具体的な手立て

摂津市立摂津小学校

【手立て】

①まずは教師がつながりを意識する

②児童がつながりを意識できるようにする

・「見通し」「ふりかえり」の場の設定、改善

・ノートの活用

③つながりの「見える化」

・学習で使えそうなツールの掲示

・学習計画の掲示

・児童の作品やふりかえり等、

学習の成果の掲示

④活用する場の設定 ⇒ 次ページへ

２．既習事項や教科等とのつながりを生かした授業デザイン
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④活用する場の設定

・生活に生かす…学習と生活を意図的につなげた学習計画

生活とのつながり考える場の設定

・学習に生かす…他教科や行事等との関連を生かした学習計画

既習事項や他教科等における学びと関連付ける場の設定

「見通し」「ふりかえり」の場の工夫

・学びのアウトプット…調べたことを実践できる場や環境づくり

学んだことを伝える相手の設定

新聞、パンフレット、ポスター等の作成

他の人に発表する活動の設定

グループによる学び合い

【手立て】

２．既習事項や教科等とのつながりを生かした授業デザイン

学んだことのアウトプットを、つながりを生かした指導
のゴールに設定することによって、児童が相手意識
や目的意識を持って学習に取組み、「書く」「説明
する」「グループで相談する」などの言語活動が活発
に行われるようになった。また、下級生に説明するた
めに、子どもたちがアイデアを出し合ったり、何度も練
習したりする姿を見て、教員から「これが主体的に
取り組むってことなんだと思った」という声が聞かれた。



研究テーマや「めざす子ども像」により
迫るために、「つながり」を生かした授
業デザインを学習指導案に明記する
ことにした。このことにより、何をめざして
授業をデザインするのかを意識したり、
このデザインをもとに成果や課題を評
価し合ったりできるようになった。

【実施時期：７月】
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（４）学習指導案の見直し

摂津市立摂津小学校

授業デザイン計画シート

２．既習事項や教科等とのつながりを生かした授業デザイン
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（５）評価規準の具体化

「めざす子ども像」や各教科の目標に迫るために、評価規準を
児童に分かる言葉で具体化することに取り組んだ。この取組み
により、教員自身が、児童の実態や各単元の目標、指導の系
統などを踏まえたゴールイメージを明確に持つことをめざした。ま
た、児童とめざすゴールを共有することにより、児童が主体的に
学習に取り組み、自らの学びをふりかえったり、評価したりするこ
とに役立てられるようにした。 【研修時期：８月】

２．既習事項や教科等とのつながりを生かした授業デザイン

・教員自身が、単元目標や指導の系統をより具体
的に捉えることができた。
・児童の実態を評価規準に取り入れることができた。
・既習事項や他教科との関連を踏まえて目標を設定
することができた。
・児童とめざすゴールを共有することができ、学習への
意欲を高めることにつながった。
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（６）カリキュラムの評価⇒改善⇒次学期のカリキュラムの見直し

学期ごとに、児童の姿から「つながりを生かした取組み（カリキュラム）」を振り
返り、「ここがよかった」「こうすりゃよかった」と意見を出し合いながら「成果と課
題」を明らかにした。
また、前年度の学年担任とともに次学期のカリキュラムの見直しを行い、各単
元の学習内容をイメージしたり、前年度の成果を生かしたりできるようにした。

【実施時期：毎学期末】

２．既習事項や教科等とのつながりを生かした授業デザイン
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・学期ごとに指導計画を見直
すことによって、より児童の実
態を踏まえた計画に改善する
ことができた。

・学期末に次の学期の見通し
を持つことができ、長期休業
中の教材研究に役立った。

・前年度の担任と一緒に計画
を立てることによって、初めて担
当する学年の学習内容のイ
メージを持つことができた。
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（７）人・モノの活用

児童の「主体的で深い学び」
のために、体験活動や外部講
師による授業などを積極的に取
り入れた。

また、これまでに活用していた
地域の人的・物的資源について、
学年ごとに、「学習の実施時期」
「単元や学習内容」「地域の資
源」「協力を依頼する窓口」など
を整理し、一覧表にまとめること
で、さらに積極的に活用できるよ
うにした。

２．既習事項や教科等とのつながりを生かした授業デザイン



３．既習事項や教科等とのつながりを生かした授業の実践
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（１）既習事項や体験活動を生かし、書く力を高めるための取組み【第１・３学年】

国語科「うみのかくれんぼ」は、「問い-答え」を繰
り返す説明形式を学び、生き物について調べたこと
を事柄の順序等に気をつけながら、文を書く力を
高めることを目標としている。児童が主体的に学習
に取り組むことをめざして、この学習に特別活動
「秋の遠足」を関連付け、水族館で出会った生き
物について調べて生き物図鑑をつくることを学習の
ゴールに設定した。

また、国語科「くちばし」
（説明文）で「問い-答
え」の形式を学習したこと
を生かせるように、既習
事項を想起しながら学習
を展開したり、ワークシー
トを工夫したりするなどの
手立てを講じた。
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国語科「よく見て書こう」では、音楽科「すてきなおと」、特別活動「音楽会」との関連を図り、身近な楽器の音のおもしろさ
を感じながら、知らせたいものに対する愛着を書く意欲につなげることをめざした。また、５つの観点で書く材料を集め、整理
しながら文章を書く学習を、生活科の観察活動に生かし、同じ形式のワークシートを活用しながら、５つの観点で題材をよ
く観察することに繰り返し取り組んだ。これらの学習の積み重ねと系統的な指導により、書く題材を詳しく調べて文章を書く
力を高めることをめざした。

３．既習事項や教科等とのつながりを生かした授業の実践
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国語科「食べ物のひみつを教えます」は、題材として選択した食材が
どのように「すがたをかえる」のかという、変化の仕方（おいしく食べる工
夫）と変化の広がり（食品の種類）を説明する文章を書くことをねら
いとしている。児童が、食品が加工されている様子を想像することは容
易ではないため、社会科「昔の道具とくらし」と関連付け、大豆からきな
こになる過程を実際に体験した。このことにより、「食材」「おいしく食べる
工夫」「食品」という観点をより理解し、すがたを変えていく様子を思考
ツールに分類することに役立てることができた。

また、国語科「気になる記号」（書くこと）との系統的な指導により、
前学年から使用していた「作文のたねカード」（書く題材を集める観
点を示したカード）を継続的に活用するとともに、それを整理・分類
するための新たな思考ツールについて学習し、自分の考えをまとめる
力を高めることをめざした。

３．既習事項や教科等とのつながりを生かした授業の実践
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（２）既習の言語活動を生かして、学びを深めるための取組み【第２学年】

生活科「せっつ子どもゆうびんきょくをひらこう」
では、郵便局見学を生かし、実際に郵便局員
になって働くことにより、身近な社会等を自分と
の関わりで捉え、自分自身や自分の生活につ
いて考えたり表現したりすることをめざした。

そこで、国語科の５つの観点で書く題材を集
め、「はじめ・中・終わり」の構成で文章をまとめ
る学習を生かし、気付きカードやふりかえり文を
書きながら、気付いたことを自覚するための取組
みを重視した。

３．既習事項や教科等とのつながりを生かした授業の実践
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また、国語科「あったらいいな、こんなもの」で学習した話し方、聞き方、話し合い方
などを生かし、一人ひとりの気付きを表現することによって確かなものにするとともに、交
流することで他の児童と共有し、新たなことに気付いたり、様々な気付きを関連付け
たりできるようにした。

３．既習事項や教科等とのつながりを生かした授業の実践
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（３）総合的な学習を柱に、他教科等との関連を生かした取組み【第４・５学年】

総合的な学習「ノーマライゼーション」では、点字
や車椅子、アイマスクの体験活動を生かし、自分
で課題を決めて調べ学習を行ったり、国語科や社
会科で学習したことを相互に関連付けながら、自
分の考えを持ち、他の人に発信したりする学習を
行った。社会科「安全なくらしとまちづくり」では、
ノーマライゼーションの観点からまちづくりの工夫を
考え、自分の考えを深めたり広げたりできるように
した。また、国語科「だれもが関わり合えるように」
では、理由や事例を挙げながら筋道を立てて説
明する方法を学び、自分の考えの発信に役立て
た。

３．既習事項や教科等とのつながりを生かした授業の実践

 

 

【第４学年】総合的な学習『ノーマライゼーション』－国語科『だれもが関わり合えるように』－社会科『安全なくらしとまちづくり』 

① 「つながり」を生かした授業デザイン 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【第４学年】 総合的な学習を柱に、他教科等との関連を生かした取組み 
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総合的な学習「キャリア教育」では、自分で課題を
決め、ゲストティーチャーからの講話をもとに収集した
知識や情報から自分の考えを持ち、相手に伝わるス
ピーチをすることをゴールに設定した。

そこで、国語科と総合的な学習の時間のスパイラル
学習により、相手の意図を捉えたり、箇条書きでメモ
したりしながら話を聞き、事実と感想、意見とを区別し
ながら話の構成を考えることを通して、自分の考えを
確かなものにしたり、他の人のスピーチから考えを深め
たりできるようにした。

３．既習事項や教科等とのつながりを生かした授業の実践
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【第5学年】総合的な学習『防災教育』－理科『流れる水のはたらき』－国語科『百年後のふるさとを守る』 

① 「つながり」を生かした授業デザイン 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【第５学年】総合的な学習を柱に、他教科等との関連を生かした取組み 

23摂津市立摂津小学校３．既習事項や教科等とのつながりを生かした授業の実践

【児童の声】

・理科で学習した災害をくわしく調べて、
被害を防ぐ方法があることがわかった。

・調べたことを低学年に伝えるために、伝
える内容や新聞の書き方を工夫できた。
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（４）他教科で学習したことを活用して学びを深める取組み【第２学年】

国語科の５つの観点で書く材料を集める学習を生活科の観察活動に
生かすために、同じワークシートを使用するなどの手立てを講じ、学んだこ
とを活用していることに児童自身が気付けるようにした。また、算数「長さ」
の学習を生かし、ミニトマトの成長をものさしで長さを計って調べることにも
取り組み、学んだことを生かせる楽しさを味わえるようにした。

国語科「スイミー」における場面の様子や登場人物の気持ちを読み取
る学習を生かし、想像力を働かせながら海の中の世界を絵に表現するこ
とに取り組んだ。国語科「スイミー」の学習と並行して図画工作科の作品
づくりに取り組んだことで、読みの深まりとともに海の生き物がどんどん増え
ていき、教室に「スイミーの世界」が広がっていった。

３．既習事項や教科等とのつながりを生かした授業の実践
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（５）重点目標を設定し、それに迫るための教科等横断的な指導【第6学年】

第６学年の児童のよさや課題から、様々な立場や視点か
ら物事を多面的・多角的に見たり、考えたりしながら、自分に
できることを行動に移す力を高めることを学年の目標とし、
「視点にこだわりを持って！」「Action！」の２つを合い言葉
に、年間のカリキュラムを作成した。

総合的な学習「マイクロアグレッション」では、社会科「憲法
とわたしたちの暮らし」と関連付け、外国の人々の視点に立っ
て、日本の選挙制度や暮らしを考える学習に取り組んだ。

また、総合的な学習「防災教育」では、社会科「災害から
わたしたちを守る政治」や総合的な学習「マイクロアグレッショ
ン」との関連を図り、どのような立場の人々の視点に立って考

えるかを明らかにし、
身近な災害や防災に
ついての調べ学習を
行った。
また、考えをまとめ、
ワールド・カフェの形式
で意見交換をし、自
分の視野を広げたり
考えを深めたりするこ
とに役立てた。

３．既習事項や教科等とのつながりを生かした授業の実践
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国語科「私たちにできること」では、新型コロナ
ウイルス感染対策のために行事が中止となったり、
行動が制限されたりする中で、自分たちにできる
ことを考え、学校への提案書を書くことに取り組
んだ。

総合的な学習では、「Action!」をテーマに、
国語科で作成した提案書を他の学年に発信し
た。また、提案書が役立っていたのかを分析し、
最高学年としての自分たちができることを改めて
考えるなど、PDCAサイクルを意識した取組みを
進めた。他学年の児童や教職員からのリアクショ
ンボードを設置し、自分たちの実践の評価に役
立てることにも取り組んだ。

３．既習事項や教科等とのつながりを生かした授業の実践



４．カリキュラム・マネジメント研究による成果と課題

カリキュラム・マネジメントの研修を通して、教員自身の学習指導に
対する意識が変化したと言える。
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（１）教員の意識改革

摂津市立摂津小学校

〇新学習指導要領について研修し、学んだことを生かしてカリキュラム・
マネジメントに取り組むことで、「単元の学習内容を身に付けさせる」と
いう考えから、めざす子ども像をふまえ、「児童が何ができるようになるこ
とをめざすのか」という考えで、教材研究をすることができるようになった。

〇１つの教科や単元で指導するのではなく、他教科等の学習を生か
して指導することが効果的であると共通理解でき、積極的に教科等横
断的な指導に取り組むことができた。

〇つながりを生かすために既習事項を想起させたり、単元のゴールを児
童と共有するためにめあての提示の仕方や学習の見通しを持たせるた
めの掲示物の活用したりすることに、意識的に取り組むことができた。

〇各教科の目標をより理解する必要性を感じ、学習指導要領に立ち
戻りながら教材研究を行うようになった。

４．カリキュラム・マネジメント研究による成果と課題



研究テーマである「主体的に学び、高め合う児童の育成」をめざし、各学年で、児童の実態や身に付けたい力について
話し合い、創意工夫を凝らした取組みが活発に行われた。

また、既習事項や他教科等とのつながりを生かすことで、児童が「～したい」と高い意欲をもって取り組む姿勢が多く見ら
れるようになり、特に、学んだことや考えたことをアウトプットする力を高めることができた。
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（２）教科等とのつながりを意識した授業づくりによる成果

摂津市立摂津小学校

さらに、授業アンケートでは、
「新しい学習をするときに、これ
までに学習したことや他の教科
などで学習したことが役に立っ
たか。」という問いに対し、「そう
思う」と解答する児童が１
０％増加し、５７％となった。
「自分の書いたものをもう一度
見たい。」と既習事項とつなげ
ようとしたり、「〇〇の授業と似
てる」「つながってる」「次に
○○に役立てたい」と、他教
科等との関連を意識したりす
る姿が多く見られるようになった。

４．カリキュラム・マネジメント研究による成果と課題



教科間や行事と教科等の関連が明確化され、授業が計画しやすくなった。また、どの単元を関連づけるかを考えることで、
見通しを持って学期ごとの学習計画を立てることができた。
さらに、予定時数を明らかにし、指導時数を意識しながら指導を行うことができるようになったことで、新型コロナウイルス感
染症の影響によるカリキュラム変更にも柔軟に対応でき、児童の加重負担にならないように計画的に学習を行うことができた。
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（３）カリキュラム表の改定、時数の見直しによる成果

摂津市立摂津小学校

（４）学年団での研究の活性化（７０人力）

各学年団で、「児童がもっと主体的に取り組めるように
したい。」「○○に気づかせたい。」「○○な力をつけたい」
と話し合い、教科書の内容に止まらず、既習事項や他
教科等との関連に目を向け、創意工夫を凝らした取組
みが活発に行われた。また、誰もが「つながり」を生かした
学習計画を作成できるようになろうと、取組みごとに提案
者を変え、これまでの実践を生かせるように支援するなど、
学年団で支え合い、成長し合おうとする姿が見られた。

４．カリキュラム・マネジメント研究による成果と課題
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（５）今後の課題

摂津市立摂津小学校

◇ＰＤＣＡサイクルによる取組みによって、計画だけでなく、評価したり改善策を考えたりすることが重要であると共通
理解できた。児童の姿からカリキュラムや手立てを評価するための観点や方法をより明らかにすることで、教師も児童も
成果や課題を実感しながら研究を進められるようにしたい。

◇既習事項や他教科等のつながりを生かすために、各教科の目標への理解を深め、「何を学び、何ができるようにな
ればよいのか」、「次の単元でどのように生かせればよいのか」というゴールを明確にして授業をデザインしていきたい。

◇教師の考える学習の『ねらい』が、児童の「○○したい」「○○できるようになりたい」という思いの込もった『めあて』に
なるようにすることが、主体的・対話的で深い学びをつくりだすために重要であると共通理解できた。ひとりひとりの教職
員の子どもを理解する力を高めるとともに、「○○したい」という思いを引き出すための手立てや、「○○したい」を実現す
るためのスキルについての研究をより進めていきたい。

◇各学年のＰＤＣＡサイクルによる取組みが、学校全体の研究を大きく前進させることができた。その一方で、各学
年任せになってしまうことが多く、それぞれの学年の成果を生かしたり、支援し合ったりすることが十分ではなかった。学年
間の交流や「見える化」の取組みをさらに進め、それぞれの成果や課題を生かし合い、高め合うことに引き続き取り組ん
でいきたい。

４．カリキュラム・マネジメント研究による成果と課題


